
児童 保護者 職員 意見 評価

1 授業へ楽しく参加していますか 3.5 3.4 3.1

2 授業内容を理解していますか 3.5 3.2 2.9

3 学んだことをもとに、自分の考えを表現していますか 3.2 3.1 2.7

4
家庭において、学年で決まった時間学習していますか
（低30～50分　中50～70分　高70～90分） 2.9 2.9 2.6

5 学校の生活のきまりやマナーを守っていますか 3.5 3.2 2.9

6 家族や友達と協力して手伝い（掃除）をしていますか 3.4 3.1 2.9

7 友達に傷つく言葉を言ったり、嫌がることをしたりし
ていませんか 3.5 3.3 2.7

8 読書が好きで本を読んでいますか 3.1 2.8 3.1

9 健康や安全に気をつけていますか 3.7 3.2 3.1

10 外で元気よく遊んだり、運動したりしていますか 3.3 3.3 3.2

11 早寝、早起き、朝ご飯、朝の排便に心がけ、規則正し
い生活をしていますか 3.4 3.2 2.8

12 歯みがきをしたり、う歯の治療をしたりしていますか 3.5 3.2 3.0

13 学校からのプリントやテスト、ファイル等を見せてい
ますか 3.4 3.3 2.9

14
学校のことを家の人に話しますか（児童）
学校は相談に適切に対応していますか（保護者・職
員）

3.5 3.2 3.0

15
子どもが主役の授業を全ての単元に取り入れています
か（職員） 2.8

16
あなたは自分の住んでいる地域の行事に参加していま
すか（児童）
地域の人材や素材を活用した授業をしていますか（教職員）

3.1 2.7

17
学校は、ホームページやシグフィー、各種通信等で様
子を伝えていますか（保護者） 3.2

18
1人1役ボランティア制度のＰＴＡ活動はどうでしたか
（保護者・職員） 3.0 2.9

19 穏やかな態度で児童に接していますか。（職員） 3.1

○　校長先生発案の「挨拶カード」、挨拶運動は素晴らしいと感じる。今年度は、私たち見守り活動をしている側からしてもしっ
かり挨拶できる児童が昨年度より多くなったと感じられ、楽しい朝の元気をもらっている。
○　登校時の子どもたちの挨拶は全体的によくなってきているように思う。挨拶の声の大小はあるが、多くの子どもが声や表情で
挨拶の意思を示してくれて嬉しい気持ちになる。
○　昔（昭和）の子どもたちの間では、つかみ合いや口げんか、一般的な仲間外はずれは日常的に起きていたが、それを親や先生
に話すとかえって自分が叱られたり長期の仲間はずれにされたりした。そのような中で子どもたちは自分で対応の仕方を考え、仲
間内のでの自分の立ち位置を理解し、順応していた。それを現代の子どもたちに求めるのことは難しいので、「自分がされて嫌な
ことを、人に言わない、しない」を学校でも家庭でも繰り返し指導する必要があるのだろうと思う。
○　現代は、自由な時間があると読書よりもテレビ、ゲーム、スマホ等をしたがる子どもが多いと思う。読書が嫌いではないが、
ゲーム機やスマホがあるとどうしてもそちらに手を伸ばすようである。「毎月○曜日は」など、読書の日を設定して習慣化する必
要があるのではないかと思う。
○　全学年、登下校や土日の休みにも素晴らしい気持ちの良い挨拶ができている。これも学校長のリーダーシップのもと学校・地
域が一体となって「あいさつ運動」を展開している成果と言える。
○　学校や学校外で見かける子どもたちは、元気な声であいさつをしてくれるのでうれしく思う。
○　読書の時間が設定されており、児童の読書習慣化につながっていると思う。
○　読み聞かせを毎回楽しみにもらえてうれしい。これからもたくさんの本に興味をもってたくさん本を読んでほしい。
○　学校を訪れたときなど、進んで児童からあいさつしてくれるので気持ちがよい。
○　「きまりやマナーの遵守」は、家庭での指導も大事である。高学年になるとなかなか軌道修正が難しいので低学年時に徹底し
た指導が大事である。

令和7年度　都城市立明和小学校自己評価
4：大変よい（９０％以上）　3：だいたいよい（～７０％）　2：もう少し（～５０％）　1：よくない（５０％未満）
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○　授業の楽しさ 児童（1・2年生、3～6年生ともに）の回答では、「とてもたのしい」「まあまあ
たのしい」といった肯定的な回答が大多数（９４％）を占めていた。保護者（９６％）、教職員
（９１％）も同様に、児童が楽しく授業に参加していると高く評価しており、この点においては
三者の認識が一致している。児童の学習意欲の根幹をなす「授業の楽しさ」が確保されてい
る点は、本校の教育活動における最大の強みであると言える。
○　授業の理解度 児童の自己評価では「よくわかる」「だいたいわかる」が多数を占める（９
５％）。一方で、「あまりわからない」「わからない」と回答する児童も一定数存在する。この傾
向は、保護者や教職員の評価とも概ね一致しており、多くの児童が授業内容を理解してい
ると認識されている一方で、一部の児童への学習支援が課題である。
○　自己表現・発表 自分の考えを発表したり伝えたりする点については、児童の自己評価
は「よくできている」「だいたいできている」という回答がある（８１％）一方で、「あまりできてい
ない」とする回答（１９％）も少なくない。特に、学年が上がるにつれて自己評価が厳しくなる
傾向が見られる。これは、学習内容の高度化に伴い、児童が自身の考えを論理的に表現す
ることの難しさを自覚し始めることの表れと考えられる。この点は、保護者や教職員の評価と
おおむね一致しており、すべての児童が自信を持って自己表現できるような働きかけが、今
後の課題となる。
○　家庭学習の習慣 は、児童、保護者、教職員の三者すべてにおいて、「あまりできていな
い」「できていない」という否定的な評価が非常に多く見られた。家庭学習については、個人
差が大きい。今後も家庭との連携を図っていきたい。

学校関係者評価

○　児童の90％以上が授業に楽しく参加していると答えており、また、学習内容の理解度も90％と高いことから充実した学習活動
が展開されていることがわかる。先生方の日頃の教材研究や研修の充実の賜物だと思う。
○　自分の考えを理論的に説明する力の基本となるのは、やはり基礎的・基本的な学習内容の理解だと思う。文章を読み、内容を
理解し、整理してまとめるといった一連の思考に必要な力を身につけさせる方策について研究を深めていただきたい。
○　授業で学習したことを定着させるために復習することは大切なことだが、低・中・高学年ごとに設定してある家庭学習の時間
が十分に守られてない児童が多いようである。一般的に子どもは与えられた課題には取り組むが、課題が終わるとその日の勉強は
終わったと思いがちである。中・高学年になると自分で学習内容を考えて取り組む「自学」も可能だと思うのでぜひ勧めていただ
きたい。
○　授業参観時に子どもたちが楽しく授業を受けている様子が伺え、ひいては学力向上や人間形成に寄与するものと思える。
○　学校長をはじめ教職員が一体となり「自ら考え正しく判断し、思いやりの心とたくましい体をもつ児童を育てる」明和小学校
の教育目標を具現化するために誠心誠意で尽力されている姿に感銘を受ける。
○　先生方の努力により、児童が楽しく授業している様子が見られてありがたい。
○自分の考えや思いを伝えることは難しいけど、今後の成長においてとても大切だと思う。そうした力が身につくように先生方の
指導に期待したい。
○　授業へ楽しく参加することと授業内容の理解度は相関関係が強いと思う。今後も相乗効果でよりよい評価へつながることを期
待する。
○　自分の考えを表現できている点は、ポイントがひくいものの、児童・保護者の自己評価が年々あがってきているように見受け
られる。この調子で自信をもって取り組める児童が増えることを期待する。
○「のびのび学習会」では、宿題を終わらせる事を重点にしている。わからない点は手を挙げて質問するようにしているがなかな
か手が挙がらない。次年度以降の学習会の進め方も一考したい。
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○　体育発表会を５月に開催することは熱中症対策でとても良いと感じてます。低学年の指導や先生方のご苦労もあると思います
が、継続をお願いしたい。
○　５月の体育発表会と11月の持久走大会で子どもたちが元気に活動している姿を見ることができて嬉しく思った。また、スポー
ツ少年団等の活動で各種のスポーツに取り組む子どもも多いようで良いことだと思う。身体を動かす遊びやスポーツを通して、体
力向上だけでなく友達とのふれあいを深めたり、集団の中で個性を発揮したり、運動後の爽快感や充実感を味わってほしい。
○　う歯の治療率があがらないことは残念に思う。長い時間、歯医者に通うつらさを保護者や身近な大人は知っているだろうか
ら、我が子に伝えて治療させてほしいと思う。
○　運動会、持久走大会等で児童が自分の力を出し切り、一生懸命に走る姿に感銘を受け、体力向上、忍耐力向上の醸成が伺え
る。
○　放課後等も明和小学校運動場や公園で子どもたちが楽しく遊び、心身共に健全に成長している様子が見れる。
○　「右一静歩」「元気のよい挨拶」「靴並べ」の重点目標は、素晴らしい取組である。ぜひ徹底してもらいたい。
○　外遊びは、安全に気をつけて楽しく遊んでほしい。
○　校区内で子どもの飛び出しに遭遇した。今後も交通安全の注意喚起、指導の継続をお願いしたい。

○　登校班について、せっかく班編成ができているのに一人登校者が多くなってきているように感じる。学校・PTA関係者・保護者
の調整が必要と感じる。
○　小学校に子どもを持つ家庭ほど公民館入館者が減少している。ここは、公民館関係者として考えなければいけないことと思
う。公民館は、毎月館報等を発行しており、その中に地域伝統芸能や行事等を館員に周知している。今後学校へも配付できるよう
公民館長会等で検討していきたいと思う。
○　私たちの公民館では月２回日曜日の朝２時間、資源ごみ、燃えないゴミ等の分別作業をしている。子どもたちがゴミの分別方
法を知るきっかけになればと考える。地区支部長さん方と検討したいと思う。
○　PTA活動に賛同しない保護者が増えていると聞くが、明和小学校では保護者が中心となって行う行事に多くの親子が参加してお
り、活動の目的が十分に達成されている。一部の保護者の意見を無視することはできないが、今後も継続してほしい。
○　学校と地域、保護者の連携によるふれあい交流フェスタや地域ボランティアの学習活動への協力（ねったぼづくり、ミシン操
作の補助等）が毎年行われ、良い伝統が創られてきたと思う。
○　学力向上も重要であるが、子どもの特性・個性を伸ばし、自ら生きる力、考える力、たくましい体、優しい心をもった児童の
育成を願う。
○　環境教育（ゴミのポイ捨て等）、情報教育（動植物愛護、命の尊さ）をさらに充実して推進していただきたい。
○　地域行事にも家族そろって、参加し、地域住民とのコミュニケーション能力や協調心の向上につながっている。
○　地域ボランティアは、学校行事に関わることで児童から元気をもらい、達成感を得られている。
○　明和ふれあいフェスタでは、多くの地域ボランティアに参加していただき、交流を深めることができた。また、PTA役員の運営
上の連携もよかった。
○　ホームページやSigfyで学校の様子がわかりやすい。
○　明和ふれあい交流フェスタは、学校、保護者、地域が一体となって活動できたと思う。
○　PTA活動「学校かくれんぼ」は、創意工夫がなされていてすばらしかった。これからもこれまにない発想で盛り上がって行くこ
とを期待する。
○　学校の先生方の指導は素晴らしいと感じる。しかし、先生方の働き方改革で、令和７年度時間外勤務時間が多いように感じ
る。ニュース報道等でも保護者のクレームが年々増加していると聞く。校長先生方をはじめ、先生方のご苦労が目にうつる。
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○　生活上のきまりやマナーの遵守は、児童、保護者、教職員からの評価ともに概ね守られ
ているという肯定的な見方が多い。学校生活の基盤となる規律意識は、全体として良好な状
態にあると評価できる。
○　学校での清掃活動について、児童の多くは「みんなと協力してできている」（９３％）と自
己評価しており、教職員の評価も概ね肯定的（７７％）である。
○　 「友達に傷つく言葉を言ったりしない」という項目については、児童（９４％）と保護者（９
１％）は肯定的に回答している。しかし、教職員の回答では「あまりできていない」とする割合
（４０％）が、児童と保護者に比べて高く、看過できない傾向が見られた。これは、教職員が
日々の関わりの中で、児童間の些細なトラブルや、表面化しにくい人間関係の問題をより敏
感に察知しているからだと考えられる。
○　読書習慣は、 家庭学習と同様に課題が見られた。児童の自己評価では「まあまあよん
でいる」（36％）、「あまりよんでいない」（17％）という回答が多く、保護者や教職員も児童の
読書量が十分ではないと感じている。学力向上や豊かな情操の育成に不可欠な読書活動
の推進は、三者共通の課題として認識し、今後読書習慣の定着に向けた取組を検討してい
きたい。

○　健康・安全への意識については、児童（９６％）、保護者（８７％）、教職員（９７％）すべて
から非常に高い肯定的な評価が得られた。児童自身も健康や安全に気をつけていると認識
しており、保護者・教職員も同様の見解である。これは、学校と家庭が連携して安全指導に
取り組んできた成果の表れであると考える。
○　外遊び・運動習慣など児童が外で元気に遊んだり運動したりしているかという点につい
ても、全体的に肯定的な評価が多く、児童の体力づくりは順調に進んでいると考えられる。
○　規則正しい生活習慣 「早寝、早起き、朝ごはん」といった基本的な生活リズムについて
は、児童（８７％）・保護者（９０％）が「できている」と回答しているが、「あまりできていない」
「できていない」という児童（１３％）、保護者（１０％）の回答もあり、学習への集中力にも影響
を与えかねない課題として、今後も児童、保護者に啓発をしていかなければならない。
○　歯磨きの習慣については、概ね良好な状況にあると考える。１２月現在、う歯の治療率
は、５３．８％で目標の７０％には達成していない。今後も家庭への啓発を行っていく。

　　　　項　　　　　　　　　　目

○　情報共有（プリント・テストの提出）など児童の多くは「学校からのプリントやテストを家の
人に見せている」と回答している（８８％）。しかし、保護者（１０％）や教職員（１８％）の回答に
は「あまりできていない」という評価もあり、確実な情報伝達が完全には機能していないケー
スもある。小さな認識のズレを無くすためにも、児童への指導と家庭での確認の徹底を啓発
していく。
○　コミュニケーション（学校での出来事を話す）など児童の多くが「学校であったことを家の
人に話している」と回答（９１％）しており、家庭内でのコミュニケーションは比較的良好である
と考える。一方で、保護者からの「学校は相談に適切に対応できているか」「学校のことが伝
わっているか」という評価は概ね肯定的だが、一部に改善を求める声や意見も見られるの
で、家庭内の会話と、学校からの公式な情報発信の両輪で、コミュニケーションの質と量をさ
らに高めていく必要がある。
○　保護者と教職員を対象とした「一人１ボランティアのＰＴＡ活動」については、「よかった」
「とてもよかった」という肯定的な評価（保護者９０％、教職員７７％）が多数を占めていた。一
方で、「あまりよくなかった」「よくなかった」という否定的な回答も双方から相当数見られた。
活動のあり方について、さらなる改善や工夫を今後検討していきたい。
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